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第一シードの糸貫をやぶり勢いに乗る蘇南中と垂井北中の準決勝。蘇南ハーフコートマンツーマンDef，垂井北３－２ゾーン

Defでスタート。垂井北は＃４を中心にインサイド，アウトサイドバランスよく攻める。蘇南はゾーンを攻めきれなく，リズムよくシュー

トが打てず３分間ノーゴール。その後＃４，＃８のスリーポイントで反撃をするも，なかなか点差は縮まらず，１Ｑは垂井北が１０点

リードで終了。２Ｑ，垂井北がDefをハーフコートマンツーマンに変えると，蘇南は速攻や１対１で相手Defを崩し，次々と得点を決

める。対する垂井北はミスが目立ち，２Ｑは２点しか決めることができない。蘇南は＃６の３連続得点で逆転し，２３－２０で２Ｑを

終了する。３Ｑ，垂井北はDefを３－２ゾーンに戻す。両チームともDefを頑張り，一進一退の攻防が続く。垂井北はリバウンド，

ルーズボールを頑張り，残り１分＃７のドライブで逆転。蘇南も＃４が入れ返し，蘇南１点リードで３Ｑ終了。４Ｑ，蘇南はリズムよく

攻め，＃４の連続３Ｐで６点リードしたところで，垂井北はたまらずタイムアウトをとる。しかし，流れは変わらず，蘇南は＃６，＃４

の得点で突き放す。ここから垂井北はDefとリバウンドを頑張り，残り２分４点差までつめる。蘇南は垂井北のオールコートマン

ツーマンDefに対してミスが目立ち，残り３５秒，垂井北＃４の３Ｐ，＃６の得点で１点差までつめよられる。蘇南はタイムアウト後＃

６の得点で３点差に広げる。垂井北は＃４が３Ｐを放つがリングに嫌われ，蘇南が３点差で東海大会への出場権を得た。両チー

ムとも，Def，リバウンド，ルーズボールを頑張り準決勝にふさわしい好ゲームであった。
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